
























































































































































































































































































































基 本 目 的 評 価
アルバイト 労 働 協 約 労働力または賃金の獲得 生産または賃金
実 習 生
教 育 活 動
（学習活動）
専門的職業人の養成 到 達 度 評 価
ボランティア 自 己 責 任 自 己 実 現 自 己 評 価
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て合目的性がある。一方，ボランティアは，「自己実現」のために，年齢や身分に関わりなく，
職業を有していても行うことができる。逆に最近の傾向としては，職業とは別のボランティ
ア活動に積極的に参加したいと?えている人が増えているようである。（図２参照）
もう一つの傾向として，多くのボランティアを受け入れる福祉施設が増えてきている。こ
れは「施設の社会化」の具体化でもあり，利用者にとっても特定の人間関係だけでなく，多
く人達との出会いがある。そして，ボランティアの方達も利用者と接することで，「社会的偏
見」に対し身を持って取り除いていくともに，その人達が社会の中でノーマライゼーション
を主体的に広めていく。
そこで，知的障害者更生施設「日の出太陽の家」の実践活動を紹介したい。その施設は東
京の郊外に位置し，以前からゴミ処理問題で報道された西多摩郡・日の出町にある。かつて
は建設に際して住民の反対運動にあったが，いまは逆にゴミ処理に関わるイメージを払拭す
る意味でも「福祉の町・日の出」が強調されることになった。現在の滝沢園長にいろいろ話
図２．「ボランティア学習社会モデル」
学校社会（従来型） ボランティア学習社会
フロント・エンド・モデル ボランティア学習モデル
Ｃ (子ども期)
Ｅ (教育期)
Ｗ (仕事期)
Ｒ (引退期)
Ｃ
(子ども期)
Ｅ
(教 育)
VL
VL
VL
Ｗ
(仕事)
Ｒ
(引退)
VL：Volunteer Learning（ボランティア学習）－各自の自由意志に基づく選択により現実の社会的
課題に取り組む活動を通した「学び」
（池田幸也『青年のボランティア活動体験における学びの研究』1998.ｐ127より改編転載）
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しを聴く機会があった。そして，何よりも施設を訪れて驚かされることが多かった。小高い
山の斜面に幾つかの建物が点在する。そして，一番手前に施設は建てられていたのだが，外
部からのゲストは「武家屋敷」と称するゲストハウスに通された。そこは最高５０人までは
泊まれるとのことである。その他にもキャンプ場，フィールドアスレチック，果樹園，陶芸，
炭焼き等の設備がされていた。通常それらの施設・設備は利用者のために使用されることが
多いのだが，ここの発想がやや異なっていて「子どもからお年寄りまで，みんなでつくり，
みんなで活かす夢の山」とパンフレットには書かれていた。つまり，ゲストも重要な役割を
担っていると同時に，利用者の方々も何の抵抗感なく自然に受け入れてくれている。実際に
大手企業の新人研修等をここで実施している。しかし，障害者施設の現状では，知的障害者
更生施設等から社会的自立ができる人が少ないという。その背景には，社会全体の不況や雇
用の問題等が重く圧し掛かっている。そのような現状を社会全体として?えて行こうという
姿勢と同時に協力者も一緒に楽しめる環境がある。ここはいままでの，ボランティアが施設
に行って掃除や手伝いするといった「奉仕」というスタイルが通用しない。そこを訪れる人々
が逆に都会から離れて癒される環境がある。こういう発想からボランティアの受入を行って
くれる施設が，いままでの価値観に囚われず広がっていってくれることを期待したい。
４．新たな社会福祉領域の課題
最後に，社会福祉専門職とボランティアとの関わりのなかで，今後，福祉専門職の新たな
領域として期待されている分野がある。それがボランティア・コーディネイターやマネジメ
ントであろう。つまり，経済学でいうところの「需要」と「供給」があるように，実際ボラ
ンティアを受け入れたいと思っている人とボランティアをやりたいという人がいる。現在は
市区町村のボランティア・センターがその役割を担っている。しかし，現実にはもっと多く
の需要と供給があり，その開発も必要になってくる。そして，ボランティア学習としてもボ
ランティアを養成，育成していくためのプログラムが必要になってくるであろう。
これも池田が提言していることであるが，「個々人が，ボランティア活動という社会体験活
動を通して学び合うことは，学習社会???の創造に参画すること」と述べている。この『学習社
会』とは現在の学校教育を包括または開放していく方向に向かう。前述したようにボランテ
ィアは年齢や職業に関わらず自由に参加できる。そこで筆者はこのボランティアの情報収集
と紹介だけに止まらない地域の特性や実情を活かした『学習社会』を創造・実践していく中
から，専門的な役割や技術の地平を広がっていくと?える。例えば，欧州では「バリアフリ
ー」の時代から地域全体のデザインを?える「ユニバーサルデザイン」という発想があると
聞いた。つまり，福祉分野だけでなく，建築や土木等の領域とも一緒になってその町全体を
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住み易くデザインしていく。ハードとソフトが一体になって実現化できる社会の創造でもあ
る。
筆者はその理想とも思える社会を先駆的に試み，実践できるのが，大学であり，本学の「淑
徳文化苑」???の構想にも通じるものと，僭越ながら感じ始めている。そして，是非とも日本の
さまざまな地域の「ユニバーサルデザイン」を描ける専門職の輩出を本学が担えることを期
待したい。
＜註＞
１）『辞林21』三省堂
２）小浜逸郎『「弱者とはだれか」』ＰＨＰ新書．1999．p93
３）同上．ｐ93
４）同上．ｐ94
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６）中島充洋『ボランティア論』中央法規．1999．pp2―5
７）栗原彬（立教大学教授）のコメント．朝日新聞．2000．9.14
８）奥地圭子「『奉仕活動』で子どもたちを救えるのか」『世界』vol.681．岩波書店．2000.11．pp65
―66
９）川上亮一（教育改革国民会議委員・プロの教師の会主宰）のコメント．朝日新聞．2000．9.14
10）社説「公共心が育つのですか」『朝日新聞』2000．9．20．
11）池田幸也『青年のボランティア活動体験における学びの研究』上越教育大学・修士論文 1998.
pp14―15
12）長谷川匡俊「記念講演・共生の心と福祉教育－長谷川良信の思想と生涯から－」『日本福祉教育・
ボランティア学習学会・第５回報告集』2000．
13）青少年教育施設ボランティア研究会編『青少年教育施設ボランティア養成プログラム開発に関す
る調査研究・調査報告書』1998．
14）前掲論文・池田幸也『青年のボランティア活動体験における学びの研究』ｐ６．
15）一番ヶ瀬康子「戦後社会福祉教育の50年」『戦後社会福祉教育の五十年』ミネルヴァ書房1998．
pp2―25
16）淑徳大学社会学部社会福祉学科３年次生，社会福祉現場実習希望者にアンケート調査を実施した。
それによると，「実習の動機について」＜社会福祉士受験資格取得のため＞と回答した学生は，204
名中第一位の要因としてあげた学生８０名，第二位の要因115名という結果がでた。（1999．７実施）
『平成１１年社会福祉実習指導センター年報』淑徳大学社会福祉現場実習運営委員会・実習指導セ
ンター編．2000
17）東京ボランティアセンターの「夏体験ボランティア」は1980年から始まっている。1996年の参加
申込者数は6,090人，活動先1,384個所，共済団体44となっている。
18）池田は『学習社会』（The Learning Society）を「人間となること，人生の信の価値の獲得，
賢く，楽しく，健康に生きる」ここととしている。
19）淑徳大学の学祖・長谷川良信は，淑徳大学を創設するにあたり，淑徳大学を拠点とした地域の具
体的福祉実践活動の場として「淑徳文化苑」構想を打ち出していたといわれる。現在もそのシンボ
ルとも言うべき理想のアーチが存在する。
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TheFutureofWelfareEducation
andVolunteerLearninginJapan
－ AnAttempttoClarifytheSimilaritiesandUniquenesses
oftheValuesandObjectivesofRelatedDisciplines－
HiroshiOGISO
Inthefirstplace,IdealwithexperiencesinBoyscout.Then,Ifound“whoisthe
childrenfromunfotunatehomes?”And“whoistheweak?”
Inthesecond,Ipointoutthatisintermixedserviceandvorunteer.InJapan,the
educationalcouncilsuggestedthatalsutudentsmusttoserviceinaschool.
Accordingly,Iexaminetothevalureandobjectiveofwelfareeducationandvorunteer
learning.
Vorunteerisautonomy,soridarity,nothingwithoutpayment,andcreativity.
Anditisitselflife－workandlife－style.
Thedifferenceofwelfareeducationandvorunteerlearningispurpose,evaluation.
Today,RyousinHasegawasaid‘kyousei(togetherwithhim)‘.Itleadstovolunteer.
And,inthefuture,vorunteerchangedtovorunteerleaning.
ThesocietydoesnotdemandatBarrier－free.ThepeapledemandatUniversaldesign.
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